
に
比
べ
所
得
金
額
は
一
人
あ
た
り

18
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
市
民
生
活
を

し
っ
か
り
応
援
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
市
長

は
平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
事
業

予
算
の
一
割
カ
ッ
ト
に
つ
い
て

「
復
活
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と

答
弁
、
こ
う
し
た
市
長
の
政
治
姿

勢
は
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
・
決
算
額
は
12
億
５
千
６ 

８
６
万
９
千
円
の
黒
字
で
し

た
。
繰
越
財
源
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
は
11
億
円
有
余
の

黒
字
、
収
入
済
額
も
前
年
よ
り

６
億
９
千
５
４
４
万
円
増
加
、
歳

出
は
支
出
済
額
が
前
年
度
よ
り

５
億
１
千
９
４
６
万
２
千
円
増

加
、
不
用
額
は
６
億
５
千
６
９
８ 

万
８
千
円
で
前
年
同
様
で
し
た
。

多
く
の
事
業
も
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
市
は
行
財
政
改
革
を
進
め
て

お
り
、
こ
の
決
算
内
容
を
見
ま
す

と
、
も
っ
と
積
極
的
に
市
民
要
望

が
満
た
さ
れ
て
良
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
特
に
身
近
な
生
活
環
境

整
備
に
は
、
補
正
等
で
要
望
解
決

に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
し

た
。
行
政
執
行
の
一
部
に
関
し
、

市
民
よ
り
見
方
に
よ
っ
て
は
行
政

の
不
作
為
（
当
然
す
べ
き
こ
と
を

積
極
的
に
行
わ
な
い
）
と
指
摘
さ

れ
る
一
面
も
あ
り
、
来
年
度
予
算

は
、
市
民
要
望
解
決
に
積
極
的
な

編
成
を
要
望
し
ま
す
。
又
、
監
査

委
員
報
告
に
見
ら
れ
る
吉
川
市
の

建
設
工
事
入
札
に
、
幾
つ
か
の
疑

義
が
あ
り
、
明
快
な
検
討
調
査
が

進
ん
で
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、
反

対
討
論
と
致
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
は
前
年
度
比
で

約
５
億
１
千
９
０
０
万
円
の
歳
出
増
。

歳
入
で
は
約
６
億
９
千
５
０
０
万
円

の
増
で
し
た
。

　

特
に
注
目
す
る
事
業
展
開
は
、

子
ど
も
医
療
費
通
院
分
の
支
給
対

象
を
中
学
生
ま
で
拡
大
。
本
年
４

月
に
開
設
さ
れ
た
２
つ
の
民
間

保
育
所
へ
の
建
設
費
補
助
。
市
内

民
間
保
育
所
へ
の
看
護
師
配
置
支

援
。
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
接
種
事

業
。
吉
川
美
南
駅
の
東
口
広
場
、

暫
定
駐
車
場
と
駐
輪
場
及
び
ア
ク

セ
ス
道
路
整
備
等
の
市
単
独
事

業
。
美
南
地
区
の
拠
点
機
能
を
備

え
る
美
南
小
学
校
の
建
設
事
業
の

推
進
。
災
害
備
蓄
物
資
の
増
強
と

「
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

導
入
。
放
射
性
物
質
の
除
染
事
業

と
放
射
線
量
計
の
貸
出
、
給
食
食

材
の
放
射
性
物
質
検
査
の
実
施
。

　

以
上
の
積
極
的
な
施
策
展
開
を

評
価
し
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
東
日
本
大
震

災
へ
の
緊
急
的
な
対
応
に
つ
い

て
、
臨
時
議
会
に
よ
り
補
正
予
算

を
編
成
し
、
市
民
の
安
全
安
心
を

最
優
先
に
考
え
た
対
応
と
評
価
で

き
ま
す
。
ま
た
、
吉
川
美
南
駅
や

美
南
小
学
校
の
建
設
費
用
な
ど
、

多
額
の
財
源
を
必
要
と
す
る
大
規

模
な
建
設
事
業
を
実
施
し
な
が
ら

も
、
実
質
収
支
は
黒
字
を
計
上
し
、

さ
ら
に
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
な
ど
財
政
健
全
化
指

標
に
示
さ
れ
た
数
値
も
良
好
で
あ

り
、
総
じ
て
財
政
運
営
の
健
全
さ

が
認
め
ら
れ
る
決
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
第
５
次
吉
川

市
総
合
振
興
計
画
の
初
年
度
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
り
、
吉
川
美
南

駅
周
辺
地
域
の
開
発
、
市
庁
舎
建

設
の
推
進
な
ど
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ
の
一
歩
を
象
徴
す
る
事
業
も

進
め
ら
れ
、
一
層
の
安
定
し
た
財

政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
限
り

あ
る
財
源
を
最
大
限
活
用
し
、
市

長
が
目
指
す
「
住
み
よ
さ
日
本
一
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
の
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
と
津
波
、
そ
し
て

福
島
の
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、

多
く
の
生
命
と
平
穏
な
生
活
、
仕

事
、
地
域
や
町
そ
の
も
の
ま
で
を

奪
い
、
悲
し
み
と
不
安
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
改
め
て
、

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
備
え
の

重
要
性
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

原
発
の
危
険
性
と
事
故
の
計
り
知

れ
な
い
影
響
の
大
き
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
学
校
の
耐
震
化
、

学
童
保
育
の
拡
充
、
保
育
所
の
待

機
児
童
解
消
、
新
駅
開
業
へ
向
け

た
整
備
が
進
み
、
放
射
線
対
策
も

迅
速
・
柔
軟
に
対
応
し
、
市
民
の

不
安
に
応
え
ま
し
た
。

　

今
後
、
防
災
対
策
を
は
じ
め
、

少
子
高
齢
化
・
保
健
衛
生
・
環
境

対
策
等
の
課
題
解
決
へ
向
け
、
迅

速
か
つ
実
効
性
あ
る
取
組
を
推
進

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

尚
、「
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
推

進
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
市
の
関

与
を
止
め
る
こ
と
を
求
め
、
23
年

度
決
算
に
同
意
し
、
賛
成
の
討
論

と
致
し
ま
す
。

賛
成
討
論

　
市
民
改
革
ク
ラ
ブ稲

垣
　
茂
行

賛
成
討
論

　
公
明
党
吉
川
市
議
団互　

金
次
郎

賛
成
討
論

　
自
民
・
み
ら
い

松
㟢
　
誠

反
対
討
論

　
無
所
属

齋
藤
　
詔
治

よしかわ議会だより5

吉川美南駅開業式典や内覧会に多くの人が参加




